
【取組内容】 「めあてシート」と「振り返りシート」を活用した主体的に学ぶ子どもたちの姿

奈良市立若草中学校（奈良県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

めあて・振り返りシート
自分はどうしたい、どうなりたいというこ
とを日常的に考えるサイクルへ

授業の初めにめあてを、授業の終わりに振り
返りを書くようにしました。紙のワークシート
で書いていたときに比べ、友達の書く内容を参
考にできるからか、普段かけない生徒もまずは
真似から入り、少しずつ自分の言葉で表現でき
るようになりました。

また、本校では自分で学ぶことはもちろん、
他者との関わりを通じて学ぶことを主題におい
ています。振り返りシートにも、「誰」と「な
にをした」と記載させることで、個人の学びに
閉じず学びを深めることができました。

結果として、これまでの「先生から教えても
らう」という姿勢から、授業の時間に「自分は
何をしたい」「何ができるようになりたい」と
いうことを考えながら学ぶ生徒が増えました。



【取組内容】 「若草探究プログラム」を軸にした探究活動について

奈良市立若草中学校（奈良県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

これまでのカリキュラムを捉え直し、探究
的に学ぶ力を育成を目指しました。

本校では、いわゆる探究のサイクルである
「課題の設定」「情報の収集」「整理・分析」
「まとめ・表現」について、「知る」「考え
る」「伝える」「共感する」活動と読み替え、
これらを「未来を想像する力」として取り組み
を進めました。日常的な授業から、これらの活
動を重視し、個人個人が主体的に学ぶことはも
ちろん、他者との関わりを通じて自分を表現す
ることを重視してきました。

総合の時間においては「若草探究プログラ
ム」と題し、自分たちでテーマを設定し、テー
マに応じて調べ・考え合い・発表する活動を行
いました。プレゼンテーションについては地域
の企業などにも協力いただき、相手に伝わるプ
レゼンとは何かを学びました。



【取組内容】 教員業務のフルクラウド化による業務のBPR

奈良市立若草中学校（奈良県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

クラウドを積極活用することで、紙を使わ
ず情報紛失のリスクも軽減

奈良市では、令和5年度に学校のネットワーク

システムを更改し、アクセス制御型のフルクラ
ウド環境に移行しました。本校では、奈良市全
体の取組でもあることから、セキュリティ対策
されたクラウドを活用し、クラウドを活用した
業務改善に取り組みました。

取り組みに当たっては、既存の業務をデジタ
ル化するだけでなく、クラウドを活用した報連
相のやり方を変えるなど、業務改善につながる
取組を進めました。
Chatを中心に、日常的な業務をクラウドで行

うことで、業務連絡の簡素化や協働的に働くこ
とができました。また、機微な個人情報を含む
データもクラウドを活用できることから、印刷
などをすることなく、書類の紛失などのリスク
を軽減することができました。


